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50％50％

27％27％
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グラフ１　介護保険の財源構成グラフ１　介護保険の財源構成

公費（税金）公費（税金）
国・県・町の負担国・県・町の負担

65歳以上の人65歳以上の人
の介護保険料の介護保険料

40～64歳の人40～64歳の人
の介護保険料の介護保険料

グラフ２グラフ２
町の年齢別人口と介護認定率町の年齢別人口と介護認定率

年齢別人口（人）　̶  男性　̶  女性

介護認定率（％）　̶  男性　̶  女性

90 ～85 ～ 8980 ～ 8475 ～ 7970 ～ 7465 ～ 69

313 314

189 189

146

78

274
237 222

287
313

245

72.772.7

55.155.1

42.442.4

23.323.3

17.517.5

17.417.4

10.610.6

9.59.54.64.6

3.83.84.24.2

3.33.3

（歳）
出典：令和２年９月 介護保険事業状況報告

介
護
保
険
の
仕
組
み

　

介
護
保
険
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
え
る

介
護
へ
の
不
安
を
減
ら
し
、
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
支
え
合
い
の
理
念
に

基
づ
き
、
共
同
で
保
険
料
を
負
担
し
、
病

気
や
加
齢
な
ど
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
の
財
源

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が

納
め
る
保
険
料
と
、
国
・
都
道
府
県
・
市

区
町
村
が
負
担
す
る
公
費
（
税
金
）
を
財

源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
運
営

　

介
護
保
険
事
業
は
、
３
年
間
を
期
間
と

す
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福

祉
計
画
」
に
基
づ
い
て
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

計
画
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
や
給
付
費
の
推
計

を
行
い
、
事
業
運
営
に
必
要
と
す
る
介
護

保
険
料
を
定
め
て
い
ま
す
。

〇
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料

　

町
が
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
に

必
要
な
費
用
の
23
％
を
65
歳
以
上
の
人
口

で
割
っ
た
額
を
基
準
額
と
し
、
本
人
や
世

帯
の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
て
９
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。（
保
険
料
の
金
額

は
９
㌻
を
参
照
）

〇
40
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料

　

健
康
保
険
の
医
療
分
と
介
護
分
を
一
括

し
て
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も
介
護
に
関
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
人
で
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
割
合
は
約
２
割
で
、

65
歳
時
点
で
は
少
数
で
す
が
、
年
齢
と
と

も
に
割
合
が
高
く
な
り
、
85
歳
以
上
で
は

男
性
が
約
５
割
、
女
性
が
約
７
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
が
介
護
を
必
要
と
し
な

く
て
も
、
家
族
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
誰
も
が
介
護
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　高齢者の介護を社会全体で支える仕組みとして介護保険制度が創設されてから21年が経過しました。

その間、介護サービス基盤の充実とともに介護を必要とする高齢者とその家族の生活を支える仕組みとし

て定着し、また、医療の進歩や国民の健康志向の高まりと相まって、平均寿命・健康寿命ともに延伸して

おり、人生１００年時代ともいわれるようになりました。

　今月号では、介護保険の仕組みやサービスについて紹介します。

第８期介護保険事業計画
第９期高齢者福祉計画

策　　定
しました

段  階 区  分
基準額に
対する割合

年間保険料

第１段階
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非
課税、世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課
税年金収入額の合計額が 80万円以下

50％
３５，４００円
（34,800 円）

30％
（軽減後）

２１，２４０円
（20,880 円）

第２段階
世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金
収入額の合計額が 80万円を超え120万円以下

75％
５３，１００円
（52,200 円）

50％
（軽減後）

３５，４００円
（34,800 円）

第３段階
世帯全員が町民税非課税で本人の前年の合計所得と課税年金
収入額の合計額が120万円を超える

75％
５３，１００円
（52,200 円）

70％
（軽減後）

４９，５６０円
（48,720 円）

第４段階
世帯員に町民税が課税されているが本人は町民税非課税で本人
の前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が 80万円以下

90％
６３，７２０円
（62,640 円）

第５段階
世帯員に町民税が課税されているが、本人は町民税非課税で本
人の前年の合計所得と課税年金収入額の合計額が 80万円を超
える

100％
〈基準額〉〈基準額〉

７０，８００円
（69,600 円）

第６段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
120万円未満

120％
８４，９６０円
（83,520 円）

第７段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
120万円以上 210万円未満

130％
９２，０４０円
（90,480 円）

第８段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
210万円以上 320万円未満

150％
１０６，２００円
（104,400 円）

第９段階
本人に町民税が課税されていて本人の前年の合計所得金額が
320万円以上

170％
１２０，３６０円
（118,320 円）

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
を
改
定

　

第
８
期
計
画
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
進
行
に
よ
り
、
被
保
険
者
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量

は
横
ば
い
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
基
準
額
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
額
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
第
７
期
計
画
に
対
し
て
月
額

１
０
０
円
増
に
抑
え
、
県
内
の
平
均
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
ら
…

　

令
和
元
年
度
に
町
の
介
護
保
険
事
業
か

ら
支
出
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
約

10
億
円
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
一

人
あ
た
り
約
１
７
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
経
済
的
負
担
だ
け
で
な
く
、
心

身
へ
の
負
担
も
大
き
く
、
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
介
護
給
付
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
誰
に
で
も
介
護
に

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
え

合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
介
護
保
険
制
度

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※（　）内は第７期計画における保険料の金額です。

※第１段階から第３段階の保険料は公費による軽減後の金額です。

表１　 第８期計画（令和３～５年度）における第１号被保険者（65表１　 第８期計画（令和３～５年度）における第１号被保険者（65
歳以上）の段階別保険料歳以上）の段階別保険料
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図１図１
 西会津町地域包括ケア 西会津町地域包括ケア
システムのイメージシステムのイメージ

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
し
て
も

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

　

で
き
る
だ
け
自
分
の
能
力
で
過
ご
せ
る

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
介
護
保
険
制
度

は
、
加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
低
下
の
ほ

か
、
疾
病
や
怪
我
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必

要
な
状
態
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
単
な
る

お
世
話
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
持
つ
「
で

き
る
力
」
に
着
目
し
た
介
護
を
通
し
て
状

態
の
維
持
改
善
を
図
り
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
の
状
態
に
応
じ
た
過
不
足

の
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

全
国
共
通
の
方
法
に
よ
る
介
護
認
定

と
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
の
重
度
化
を
防
ぎ
、
住
み

慣
れ
た
環
境
の
も
と
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
健
康
づ
く
り

と
と
も
に
、
軽
度
の
段
階
で
適
切
な
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

区  分 状態像の目安

要支援１ 基本的な日常生活動作はほぼ自立しているが、症状の進行を防ぐために一部介助が必要な状態。

要支援２ 日常生活動作を行う能力に低下が見られ、部分的な介助が必要な状態。

要介護１ 立ち上がりや歩行が不安定で排泄、入浴などで一部介助が必要。

要介護２ 起き上がりが自力では困難で、排泄、入浴などで一部または全介助が必要。

要介護３
立ち上がり、歩行、移動などがほぼ自力ではできない状態で、排泄、入浴、衣服の着脱などで
全介助が必要。

要介護４ 立ち上がり、歩行、排泄などが自分で行えず、生活の多くの場面で全面的な介助が必要。

要介護５ ほぼ寝たきりの状態で、生活全般について全面的介助が必要。

表２　要介護（要支援）認定区分表２　要介護（要支援）認定区分

介護保険サービスを利用するまでの流れ

④サービスの利用

　介護支援専門

員（ケアマネー

ジャー）に、本人

の希望や家族の状

況に応じたサービ

ス計画の作成を依

頼し、計画に基づ

いてサービスを利

用します。

③認定調査・判定

　町の認定調査員

が訪問して心身の

状況を調査した結

果と、主治医の意

見を基に、介護認

定審査会で審査

し、認定区分を判

定します。

②申請

　介護サービスを

利用するために

は、町役場福祉介

護課に申請をし

て、認定を受ける

必要があります。

①相談

　日常生活での困

りごとや利用した

いサービスなどに

ついて、地域包括

支援センター（☎

45-3327）または、

町役場福祉介護課

（☎ 45-2214）へ

相談ください。

基本方針  その３

認知症施策の推進
　認知症になっても住み慣れた地域で支え合いながら

暮らしていける社会の実現に向けて、認知症に対する

理解の促進と認知症の人とその家族を支援する取り組

みを進めます。

基本方針  その５

高齢者を支える体制づくり
　介護人材の確保と育成、地域の見守り、生活支援サー

ビスの充実、人生の最終段階で自らが希望する医療や

介護などの選択と意思決定（人生会議）への支援など

の取り組みを進めます。

基本方針  その１

地域包括ケアシステムの深化と推進
　住み慣れた地域で自分らしい生活を人生の最期まで

続けることができるよう、「介護予防」「生活支援」「地

域の見守り」「医療」「介護」を一体的に切れ目なく支

援する仕組みづくりを進めます。

基本方針  その６

介護保険事業の円滑な運営
　介護を必要とする高齢者が安心で質の高いサービス

を利用できるサービス基盤の確保に取り組むととも

に、今後のサービス利用の推移や町民のニーズなどを

踏まえて施設整備に関する方向性を検討します。

基本方針  その２

元気高齢者の支援と介護予防の推進
　高齢者がいきいきと生きがいを持って日々の生活が

送れるよう、地域での交流や自らの能力を発揮できる

場づくりを支援して、生きがいづくり、健康づくり、

介護予防の取り組みを進めます。

基本方針  その４

成年後見制度の利用促進
　認知症などによる判断能力が低下し、意思決定が困

難になった人の生活を支えるため、周知や相談支援体

制を整え、制度の利用促進に努めます。

共にささえ合い、いつまでも自分らしく、生きがいを持って安心して暮らせる、

高齢者にやさしいまち「にしあいづ」を目指して

介護予防介護予防

生活支援生活支援

介護介護

医療医療

地域の見守り地域の見守り

訪問介護、通所介護、ショートステイ、訪問看護、グルー

プホーム、小規模多機能型居宅介護施設、介護老人保

健施設、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、薬局

シルバー人材センター、配食
サービス、ボランティア

自治区、民生委員、福祉協力員、
見守りネットワーク、サロン

町診療所、訪問看護、
歯科医院、薬局

ミニデイサービス、機能訓練、
サロン、老人クラブ活動、スポー
ツ活動、貯筋うんどう教室、介
護予防教室など

住み慣れた地域・住居住み慣れた地域・住居

にしあいづ地域包括にしあいづ地域包括
支援センター支援センター
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　　　　　自宅

高陽の里高陽の里

町内で利用できる介護保険サービス

〇ショートステイ（短期入所生活介護・短期入所療養介護）
さゆりの園・憩の森（にしあいづ福祉会）

　本人の機能回復や家族の介護負担軽減のため、

特別養護老人ホームや介護老人保健施設に短期間

入所して、日常生活の介護やリハビリなどを受け

ることができます。

【要支援１・２、要介護１～要介護５】

〇ホームヘルプサービス（訪問介護）
西会津町訪問介護事業所（にしあいづ福祉会）

　訪問介護員（ヘルパー）が居宅を訪問し、食事、

入浴、排泄などの身体介護や、掃除、洗濯、調理

などの生活援助を行います。

〇訪問看護
西会津町訪問看護事業所（西会津診療所）

　看護師などが居宅を訪問し、主治医の指示のも

と、療養上の世話や必要な診療の補助、リハビリ

などを行います。
〇介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
さゆりの園（にしあいづ福祉会）

常時介護が必要で、自宅での生活が困難な人を支

援するための施設で、食事、入浴、トイレ等の日

常生活上の介護や、機能訓練、療養上の支援が受

けられます。【原則：要介護３～要介護５】

〇介護老人保健施設
憩の森（にしあいづ福祉会）

　日常生活の介護やリハビリを受けながら在宅復

帰を目指す施設で、医学的な管理のもとで機能を

回復するためのリハビリテーションを中心とした

介護や、日常生活上の支援が受けられます。

【要介護１～要介護５】

〇グループホーム（認知症対応型共同生活介護）
グループホームのぞみ（にしあいづ福祉会）

西会津しょうぶ苑グループホーム桐（啓和会）

西会津しょうぶ苑グループホームおとめゆり

（啓和会）

　介護を必要とする認知症の人が、家庭的で落ち

着いた雰囲気の中でスタッフの介護を受けながら

共同で生活する施設で、食事や入浴などの日常生

活上の支援や機能訓練などが受けられます。

【要支援２、要介護１～要介護５】

〇介護付き有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）
しなのきホーム西会津（なごやか）

　介護付きの有料老人ホームで、自宅での生活が

困難になった人が入居し、必要な日常生活上の介

護や支援が受けられます。

【要支援１・２、要介護１～要介護５】

〇デイサービス（通所介護）
さゆりの園デイサービス（にしあいづ福祉会）

デイサービスセンターに通い、食事・入浴などの

日常生活の支援や、生活行為向上のための支援が

受けられます。

〇デイケア（通所リハビリテーション）
憩の森 通所リハビリテーション

（にしあいづ福祉会）

介護老人保健施設に通い、身体機能回復や生活行

為向上を目的としたリハビリテーションと食事や

入浴などの日常生活上の支援が受けられます。

〇福祉用具貸与
　歩行補助具、車いす、ベットなど、日常の生活

動作を助けるための福祉用具を貸与します。

〇福祉用具購入
　入浴やトイレなどに使用する福祉用具を購入し

た際に、給付割合に応じた額を支給します。（申

請が必要です）

〇住宅改修
　手すりの取り付けや段差解消などの改修を行う

場合、20 万円を上限に給付割合に応じた額を支

給します。（事前申請が必要です）

※ 福祉用具・住宅改修を利用する際は、担当の介護支援専門員へ相談してください。

施設に入所して利用するサービス施設に入所して利用するサービス

短期間施設に入所して受けるサービス短期間施設に入所して受けるサービス 訪問を受けて利用するサービス訪問を受けて利用するサービス

通所して利用するサービス通所して利用するサービス

日常の生活動作を支えるサービス日常の生活動作を支えるサービス

奥川地区周辺の在宅生活を支える介護サービス拠点として

西会津町小規模多機能型居宅介護施設「高陽の里」が開所しました
小規模多機能型居宅介護施設とは…

　利用者の希望に応じて、「通い」「泊まり」「訪問」のサービスをひとつの場所で組み合わせて利用

できる施設です。町内では西会津しょうぶ苑（啓和会）に続く２つ目の施設で、社会福祉法人にしあ

いづ福祉会が指定管理者となり、サービスの提供を行います。

　これまで、町内の介護施設は町の中心部に集中していたことから、高陽の里が開所したことにより、

奥川地区周辺の在宅生活を支える拠点となる新たな介護サービスの提供体制が整いました。

小規模多機能型居宅介護施設の利点
・ 「通い」「訪問」「泊まり」のサービスの契約が１回で済み、柔軟に利用できることで介護者の

負担軽減につながる。

・生活に合わせてサービスを利用することができる。

・月額定額制で、回数を制限することなく利用することができる。※食事代・宿泊時の部屋代は別料金。

・アットホームで顔なじみの職員からサービスを受けることができる。

高陽の里のサービス利用については☎４９―２００５まで気軽に相談ください。

泊まり（ショートステイ）泊まり（ショートステイ）

　普段は自宅で生活しながら、体調が悪い時や

家族が出かけることになった場合など、希望に

応じて利用できます。介護員が常駐し、個室で

人目を気にすることなく安心して過ごせます。

通い（デイサービス）通い（デイサービス）

　少人数制のため、利用者や職員となじみやす

く、食事や入浴、レクリエーションなどを通し

て、日中を楽しく過ごせます。

　自宅で介護が

受けられ、状態

によって回数を

増やしたり、「通

い」「泊まり」に

変更もできます。

訪問
（ホームヘルプ）

　　

訪訪

　

訪訪


